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質問 １年生の１学期（4 月、5 月、6 月、7 月）に、次のような児童の姿がありましたか。 

選択肢 

①授業中勝手に教室の

中を立ち歩いたり、教

室の外へ出て行ったり

することが度々あっ

た。 

②担任の指示通りに行

動しないことが度々あ

った。 

③児童同士のけんかや

トラブルが日常的に起

きていた。 

④教育的な配慮や支援

を要する児童に教諭が

個別対応している間

に、他の児童が勝手な

ことをしていることが

度々あった。 

 ⑤私語が止まず、ざ

わざわしていること

が度々あった。 

月 4月 5月 6月 7月 4月 5月 6月 7月 4月 5月 6月 7月 4月 5月 6月 7月 4月 5月 6月 7月

校数 232 202 155 124 232 211 167 146 148 155 127 105 144 116 86 68 56 45 28 25

割合 

（％） 
32.4 28.2 21.6 17.3 32.4 29.5 23.3 20.4 20.7 21.6 17.7 14.7 20.1 16.2 12 9.5 7.8 6.3 3.9 3.5 

・ 半数以上の市町村が「ステップ２」であると回答している。 
・ 各教育委員会においては、現在各校で行っている交流を充実させ、接続を見通した教育課程

の編成・実施につなげていく取組が求められる。

市町村教育委員会における幼児教育と小学校教育の連携・接続の取組の状況（H24.9 調査） 

・ 幼児と児童の交流について、H24調査では48％の学校が「教育課程に位置付け」ており、交流
活動が根付いてきていると考えられる。 

・ 「教師・保育士等の意見交換の交流」について、H21調査結果では、合同研究会の取り組みが
進んでいなかったが、H24調査では授業参観あるいは保育参観と合わせて、合同の研究会の開催
についても取り組みが進んでいる。幼保小の接続を見通した教育課程を編成するために、参観
後の意見交換等が互いの教育の理解につながるようにしていきたい。 

・ 「幼稚園や保育所での保育体験」を実施する学校が増えてきた。幼稚園や保育所の幼児の生
活を実際に見ることは、どのような発達の上に小学校教育があるのか理解を進めるのに大変に
有効であると思われる。 

・ 「就学に向けての連絡会」はH21に80％であったものが、H24には90％になっている。小学校
生活にスムーズに移行するために、連絡会が重要な役割を果たし、必要感が大きいことがうか
がわれる。 

ステップ１ 

ステップ０ 

 
ステップ２ 

 
ステップ３ 

 
ステップ４ 

連携への予定・計画がまだない。 

 年数回の授業、行事、研究会などがあるが、接続を見通した教
育課程の編成・実施は行われていない。

 授業、行事、研究会などの交流が充実し、接続を見通した教育
課程の編成・実施が行われている。 

 接続を見通して編成・実施された教育課程について、実践結果
を踏まえ、更によりよいものとなるよう検討が行われている。

０（０％）

１３（２５％）

３３（６２％）

５（９％） 

２（４％） 

連携・実施に着手したいが、まだ検討中である。 

該当市町村数

合計 53 市町村（名古屋市を除く） 

小学校 1 年生の気になる行動の状況（H22.9 調査）名古屋市を除く県内公立小学校 714 校の回答 



 

 １３

◎ 特別支援教育の状況（文部科学省平成 23年度特別支援教育体制整備状況調査の結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 幼稚園・保育所での研修の状況 

○ 愛知県教育委員会の義務教育課（総合教育センター）、特別支援教育課において実施

している研修 

    （H24．5．1現在） 

研 修 名 期 間（回数） 対  象 研修の目的や主な内容 参加人数

幼稚園等新規採
用教員研修 

園内・園外 
各 10 日間 

 新規採用教員 
（公立幼稚園） 
※私立幼稚園は別途実施

幼稚園等の新規採用教員に対して、
教育公務員特例法の規定に基づき、実
践的指導力と使命感を養うとともに
幅広い知見を得させることを目的と
する。 

５０人

１０年経験者研修 園内7～10日間
園外 8日間 

幼稚園１０年経験者教
員（公私立幼稚園） 

在職期間が 10 年を経過した全教
員に対して、教員の資質の向上、使
命感の養成、専門性の向上、得意分
野の伸長を図る。 

 ２０人
（公立13・
  私立7）

幼稚園教育課程
講座 

講演会 
0.5 日間 

研究協議会 
1 日間 

公私立幼稚園・一部の公
立保育所の教員・保育士

(1) 幼稚園の教育課程の編成及び実
施に伴う指導上の諸課題について
の専門的な講義や研究協議等 

(2) 幼稚園を取り巻く事項に係る諸
課題についての専門的な講義や研
究協議等 

３３０人

園長等運営管理
研修 

２日間 公私立幼稚園長・保育
所長（名古屋市を含む）

園長等に対する幼稚園の運営・管理
に関する専門的な講義や研究協議等 

４６人

保育技術講座 ３日間 公私立幼稚園・保育所
の中堅教員・保育士 

（名古屋市を含む） 

保育技術についての専門的な講義
や研究協議 

５２人

発達障害児基礎
理解推進研修 

0.5 日間 希望する幼稚園教員と
保育士,小中学校・高等
学校の一般教員 

発達障害に関する基礎的な知識理
解を図る。 

６２４人
（幼保で
５１人）

特別支援教育 
コーディネーター 
スキルアップ研修 

２日間 公立幼稚園､小・中の特別
支援教育コーディネーター

コーディネーターの役割，特別支援学校と
の連携の在り方、就学・進路指導の在り方
等について協議し，資質の向上を図る。 

幼稚園は
約 30 人

発達障害児 
指導事例研究会 

 

幼・小・中で 
１５０回 

公立幼稚園・小中学校
教員 

発達障害、あるいは発達障害が疑われる幼
児・児童・生徒に関する指導事例を検討する
ことにより、教員の資質向上を図る。 

各幼小中で
各回10名

程度

72.5

100 100

91.3

72.5

84.1 83.9

20.5

85.3

29.1

17.5 14.5

49.1

34
27.9

89.4

98.5
92.4

64.2

46.8

81.8

61.9

84.2

95.7

0

20

40

60

80

100

校内支援委員会の設置

実態把握の実施

コーディネーターの指名

個別の指導計画の作成

個別の教育支援計画の作成

巡回相談員の活用

専門家チームの活用

特別支援教育に関する研修を受講した教員数

県公立幼（名古屋を除く）
県私立幼
全国

％ 



 

 １４

  

 ○ 愛知県県民生活部私学振興室が委託して行っている研修 

 委託先：（社）愛知県私立幼稚園連盟(平成 24 年度) 

 

○ 愛知県健康福祉部子育て支援課で委託して行っている研修 

現任保育士指導者養成研修（名古屋市は含まない） 

委託先：愛知県現任保育士研修運営協議会（平成 24 年度） 

 

※ 研修については、各市町村で行っているもの、（社）愛知県私立幼稚園連盟で行っている

もの、愛知県社会福祉協議会で行っているものなどが別にある。 

研 修 名 期 間 対  象 研修の目的や主な内容 参加人数

幼稚園等新規

採用教員研修 

園外 

10 日間 

 新規採用教員（名古

屋市の 146 人を含む）

新規採用教員に対して、実践的指

導力と使命感を養うとともに幅広い

知見を得させることを目的とする。 

４２０人

研修名 期間 対  象 研  修  概  要 参加人数

園長研修 1 日間 園  長 

 家族援助を始め、多様化・高度化する保育の

今日的課題に対し、保育所の代表、保育所経営

の責任者、職員の管理者として、園長の果たす

べき役割について実践的な研修を行う。 

５１人 

主任保育士 

研  修 
10日間 主任保育士 

 保育所内においてスーパーバイザー、コーデ

ィネーターとしてリーダーシップを発揮するこ

とが期待されている主任保育士が、多様な保育

の今日的課題に対して指導的役割を果たすため

の実践的力量の向上を図る。 

６４人 

中堅保育士 

研  修 
5 日間

中堅保育士 

（概ね５年以上） 

 保育所及び保育者の役割を再確認し、正しい

子どもの発達観のもとで保育内容を見直すとと

もに、保育実践研究を通して具体的事例への対

応を研修する。 

６２人 

初任保育士 

研  修 
5 日間

初任保育士 

（採用3年目まで）

初任保育士として必要な現場における基礎知識

及び技能の習得、社会人としての職場における

適応力を培う。 

５７人 

障害児保育

研  修 
3 日間 保 育 士 

 障害児保育及び発達障害の基礎理論を学ぶと

ともに、発達障害児を中心とした障害児に対す

る保育の実施に係わる実践手法の修得や具体的

事例を取り上げた課題研究を行う。 

９３人 

乳 児 保 育

研 修 
3 日間 保 育 士 

 乳児を中心とした３歳未満児の保育につい

て、的確で発展的な保育内容と方法を習得する

ため、基礎的理論に基づいた実践のあり方を学

び、さらに受講生が直面している課題について

演習形式で研修する。 

１０１人

公 開 講 座

Ａ 
1 日間

保 育 士 

(認可外保育所

を含む。) 

保育の理論及び実技を再確認し、さらに保育

の今日的課題とその対応について研修する。 

（テーマ：食物アレルギーの基礎知識とその対

応」「子ども音楽療育」について学ぶ） 

９４人

公 開 講 座

Ｂ 
1 日間

保 育 士 

(認可外保育所

を含む。） 

保育の理論及び実技を再確認し、さらに保育

の今日的課題とその対応について研修する。 

（テーマ：多様化する保育ニーズに応える） 

７４人



 

 １５

◎ 幼児をめぐる地域の状況 

縦の質問：最近の幼児の育ちについて危うさを感じていることを２つ選んでください。 

横の質問：今、子どもの育ちについて危うさを感じていることの要因は何ですか？ 

 

 

 

 

 

（平成 21年度愛知県幼児教育研究協議会調査より）        
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計 

① ルールや約束を守ろうと
する気持ちが弱くなって
いる 

8.3 6.2 43.6 1.3 8.9 21.8 8.4 3.6 6.2 100 

② 友達同士で遊ぶ機会が少
くなり、相手の気持ちを察
することなどができにく
くなっている 

14.0 2.7 6.8 5.7 43.9 4.4 26.4 4.9 5.2 100 

③ 室内での遊びが多く、体力
や運動機能が低下してい
る 

11.9 1.3 2.8 50.3 14.6 0.3 1.9 20.6 8.2 100 

④ トラブルを避ける傾向に
あり、思っていることを相
手に伝えたり相手の話を
聞いたりする力が低下し
ている 

10.3 5.9 7.4 2.6 24.1 9.6 33.8 2.2 14.4 100 

⑤ 思い通りにならないとき、
我慢する力が弱くなって
いる 

26.4 2.9 27.2 0.4 3.5 22.3 31.4 0.9 11.4 100

⑥ 基本的なあいさつやお礼
の言葉などが出てこなく
なっている 

10.7 31.7 50.2 1.1 0.7 3.9 2.8 2.5 7.1 100 

⑦ テレビを見たりゲームを
したりすることが多くな
り、実体験が乏しくなって
きている 

18.4 3.5 4.4 23.4 18.7 2.1 3.7 12.7 31.5 100 

計 100    

 

 

 

 

育

ち

の 
危

う

さ 

要因

・ 多くの保護者や保育者が、地域の人々との関わりが少ないことや、戸外での安全確保が難し

いことなどが幼児の育ちの危うさにつながっていると感じている。 

○ 調査対象・回答数  
・ 愛知県内の各市町村・関係団体が抽出した幼稚園・保育所・認定こども園・小学校それぞれ

の保護者、教師、保育者 
・ １，４９３人より回答 内訳（保護者７３５人、保育者・教師７４９人、無答・不明９人）

％



 

 １６

平成２３年度 愛知県幼児教育研究協議会委員等名簿 （敬称略） 
 氏  名 職         名 

会 長 山 口 雅 史 椙 山 女 学 園 大 学 教 授 

副会長 牧  信 子 名 古 屋 短 期 大 学 教 授 

委 員 梶 谷  修  大 府 市 教 育 委 員 会 教 育 長 

委 員 安 保 章 一  名 古 屋 市 教 育 委 員 会 学 校 教 育 部 指 導 室 長 

委 員 渡邊佐知子 名 古 屋 市 子 ど も 青 少 年 局 子 育 て 家 庭 部 保 育 企 画 室 長 

委 員 永 谷 洋 二 碧 南 市 福 祉 こ ど も 部 こ ど も 課 長 

委 員 鈴 木 照 美 愛知県国公立幼稚園長会会長（名古屋市立第一幼稚園長） 

委 員  田 敬 岳  （社）愛知県私立幼稚園連盟会長（自由ヶ丘幼稚園長) 

委 員 安 藤  哲 愛知県社会福祉協議会保育部会部会長（白鳩保育園長) 

委 員 竹 内 公 子  名 古 屋 民 間 保 育 園 連 盟 副 会 長 （ 昭 和 保 育 園 長) 

委 員 三 輪 隆 彦  尾 張 旭 市 立 渋 川 小 学 校 長  

委 員 柴 田 富 子 安 城 市 立 桜 井 小 学 校 長 

委 員 松 井 一 樹  愛知県国公立幼稚園ＰＴＡ連絡協議会代表(名古屋市立第一幼稚園) 

前期委員 安藤さや子 愛知県私立幼稚園ＰＴＡ連合協議会会長（美鳥幼稚園） 

後期委員 浅 井 美 穂 愛知県私立幼稚園ＰＴＡ連合協議会会長（希望幼稚園） 

委 員 三 原 真 衣  一 宮 市 立 野 口 保 育 園 保 護 者 の 会 会 長 

委 員 下 畑 昌 史  愛 知 県 県 民 生 活 部 学 事 振 興 課 私 学 振 興 室 長 

委 員 村 瀬 忠 俊  愛 知 県 健 康 福 祉 部 子 育 て 支 援 課 長 

 

平成２３年度 愛知県幼児教育研究協議会専門部会委員名簿  （敬称略）        
 

 氏  名 職       名 

 

部会長 牧  信 子 名 古 屋 短 期 大 学 教 授 
委 員 山 田 初 枝 桜 花 学 園 大 学 非 常 勤 講 師 
委 員 栗 木 節 子 名 古 屋 市 立 二 城 幼 稚 園 長 
委 員 小 西 純 子 半 田 市 立 宮 池 幼 稚 園 長 
委 員 杉 浦 正 代 豊 田 市 子 ど も 部 保 育 課 指 導 主 事 
委 員 齋 藤 善 郎 （社）愛知県私立幼稚園連盟第１教育研究部長（林丘幼稚園理事長） 
委 員 加 藤 由 美 小 牧 市 立 三 ツ 渕 保 育 園 長 
委 員 天 野 利 恵 子 西 尾 市 子 ど も 部 子 ど も 課 主 幹 
委 員 松 井 美 千 子 高 浜 南 部 保 育 園 長 （ 高 浜 市 ） 
委 員 鈴 木 直 子 春 日 井 市 立 丸 田 小 学 校 長 
委 員 市 田 幸 代 刈 谷 市 立 平 成 小 学 校 長 

委 員 堀 部 要 子 春 日 井 市 立 岩 成 台 小 学 校 教 頭 
委 員 松 村 光 洋 愛 知 県 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課 教 育 主 事 

 



 

 １７

「愛知の幼児教育指針」策定連絡会議構成員（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏   名 職 名 
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